
話しことばに現れる世代差一縮約形一

中 島 悦 子

1.は じめに

言語表現を改まった表現 (フ ォーマル・ スタイル)と くだけた表現 (イ ン

フォーマル 0ス タイル)と いう観点から見た場合、前者は書きことばに、後

者は話 しことばに用いられるのが普通である。しかし、話 しことばにおいて

も、あらたまりの程度 (あ らたまり度と呼ぶ)の強弱に応 じて段階があり、

一対多の講演等に使用される表現はフォーマルに、親 しい間での談話はイン

フォーマルにほぼ対応する。小論で問題にする縮約形は一般にインフォーマ

ルな話 しことばに多 く使用されると言われる。つまり、ある談話においてあ

らたまり度が弱ければ弱い程縮約形が多く出現するのではないかという仮説

が考えられる。そこで、小論では縮約形をあらたまり度を計る尺度と捉え、

S家とN家の三世代の発話中における縮約形の現れ方を観察することによっ

て次の点を明らかにすることを目的とする。

(1)縮約形の現れ方の実態とその類型化

(2)縮約形の現れ方と世代差

(3)縮約形の現れ方とあらたまり度との関連性

調査対象としては、資料 「女性のことばと世代」における鈴木さん一家

(S家)における祖母 (K 82歳 )、 母 (C 53歳 )、 娘 (M 20歳 )と 内藤

さん一家 (N家)における曾祖母 (Y 89歳)・ 祖母 (H 66歳 )、 父 (N

49歳 )・ 母 (U 45歳 )、 娘 (A 21歳)の老年、中年、若年の三世代および

司会 (S 40歳 )の ことばに限定 した。

調査方法としては、 S家 ON家の会話資料に現れた実際の縮約形と非縮約

形 (も との形)の使用回数をS家、N家ごとに採取し、分析 した。

2.縮約形の現れ方の実態とその類型化

S家 ON家の会話資料に現れた実際の縮約形を語形別に類型化 して示すと

次の<表 1>のようになる。
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く表 l>

縮  約  形も と の 形

ケド (kedo)

―ッテイウ (tteiuЧ )

―ッテ (tte)

―ッテオモウ(tte omoЧ )

―タッテ (tatte)

ヤッパリ (yappari)

ャッパシ (yappari)

ヤッパ (yappa)

′1ッ カリ (bakkari).

-rl (nda)

-tYl (monda)

N7N

7i (nde)

7tYi,f (wakannai)

77l (tenno)

iYt (nanka)

iYt (nanka)

i7fir (onnaj i)
77vtl (anmari)

―チャウ (tratil)

~ジヤ (d3a)

―チャ (t∫a)

―ナキャ (nak,a)

―リャ (r,a)

ア(コ )リ ャ (arj a)

ァタシャ (atasra)

デショ (deshO)

―テル (terЧ )

―トク(tokЩ)

31  ケンド (keredo)

Cl  ―トイウ (toiu)

C2  -トイウ (tOiuD

C3  -トオモウ (tc)omou)

C4  -テモ (teino)

C5  ヤハリ (yahari)

C6  ′1カ リ (bakari)

D10 アマリ (amari)

-if (noda)

-tll (monoda)

NiN

/7 (node)

llill @akaranai)

7t|l (teruno)

lF (nado)

i:t (nanika)

lll (onaji)

Al  ―テイル (teiI・Ч)

A2 -テオク(teoku)

El  ―テシマウ (teriⅢau)

E2 -デワ(deqa)

E3 -テワ (teЧ a) ′

E4  -ナケレ′1(nakereba)

E5  -レノ1(reba)

E6  ア(コ )レハ (areula)

E7 アタシハ (atasiЩa)

Fl  デショウ (desh00)

¨
Ｄ

　

Ｄ

　

Ｄ

　

Ｄ

　

Ｄ

　

Ｄ

　

Ｄ

　

Ｄ

・

Ｄ

ル

”
一

薇

■

協

口
一

の

一

土
日

一

７
丁

¨

＋

一

害
■

■
■

Ｂ

一

C促 音 化

D撥 音 化

A 母音の縮約化

E拗 音 化

F短 音 化
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<表 1>に示 した縮約形の類型化、<縮約化><促音化><撥音化><拗

音化><短音化>を以下に考察する(SON家全体の比率は司会者をも含む)。

小論にいう<縮約化 >と は、A、 Bの ような母音あるいは母音十子音の脱

落した音形を指す。Al《テイル→テル》への縮約率はS家全体で87%、 N家

では92%である。A2《テオク→ トク》への縮約は、S家では使用が 0、 N家

でも「テオク」が 1例、「トク」が 4例 と使用数が少ないため言及しない。

31の 《ケレド (モ )→ケ ド (モ )》 への縮約率はS家では73%、 N家では

84%と なる。実例を挙げる。

(1)A10 Bl 自分 じゃ区別してるの わかんないけど (097K02)

<促音化 >と はCl、 C3の ように引用の助詞「卜」が促音化 して「ッテ」と

なる「ッテイウ」「ッテオモウ」の形式、C2の 「トイウ」全体が促音化して

「ッテ」となる形式、C4の逆説の「テモ」が「タッテ」になる形式等をいう。

また、促音/Q/挿 入の「ヤッパ リ」「バッカリ」も一応ここに分類する。

促音化の中では、「トイウ→ ッテイウ」への促音化率が S家 88%、 N家92%

と一番高く、次いで 「トイウ→ ッテ」への促音化率が S家 82%、 N家 92%と

続く。「卜思ウ→ ッテ思ウ」への促音化率はS家 6%、 N家 7%と極めて低

い。引用を表す「卜」が「ッテ」となる率は「言ウ」「思ウ」等の「情報処

理」を表す動詞のうち、「言ウ」等の言語活動動詞に続く場合に最も高くな

る。促音化の例を挙げると、次のようなものである。

(2)Cl・ 2 何回も注意っ
_てか そういう言葉づかいっていう感じ…(262101)

(3)C3 ・̈ おとなしそうでいいんじゃないかなっておもうけど (584C01)

(4)C5 都留市だから やつばり 大月でおりるですか (036Y01)

(5)C6 男は外語で そういうれん じゅうばっかりで そだちましたけど

(1471【 03)

C2の 「ッテ」に関 しては種々の問題がある。例えば、提題を表す「ッテ」

のうち「トイウノハ」の縮約と考えられる次の例(6)は採取する。即ち、「言

葉ッテ」は、(1)「言葉 トイウノハ」→(2)「言葉 ッテイウノハ」→(3)「 言葉 ッ

テノハ」→(4)「言葉 ッテ」の順で縮約化・促音化がなされている。つまり縮
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約化の最終段階の「ッテ」は最もあらたまり度が弱いことになる。

(6)C2 ・̈ 言葉って わりと むずかしいっていえば (318C01)

次の終助詞的な「ッテ」は「トイウ」の縮約とは想定できず採録 しない。

(7)あ のこのヨコマチつていうとこでね うまれたですってよ あたしは

(186Y02)

また、例えば次の「 ドッチカッタラ」の「ッタラ」は、「 ドッチカ トイッ

タラ」→「ドッチカッテイッタラ」→「ドッチカッテッタラ」―)「 ドッチカ

ッタラ」という段階での縮約化・促音化が想定されるが、S家のMに 2例あ

るだけなので、対象からはずす。

(3)ノ リにいちゃんも どっちかったら 男らしいってより なんかなよっ

とっとか そういう (479H01)

<撥音化 >に はナ行音の撥音化とラ行音の撥音化等がある。また、撥音

/N/の 挿入による「オンナジ」「アンマリ」等もここに分類しておく。

ナ行音の撥音化の中では、Dlの文末詞の 《ノダ→ンダ》への撥音化率が S

家全体で 100%、 N家で99。 7%と最 も高い。話 し言葉では文末詞「ノダ」の

「ンダ」への定着が顕著なことが知 られる。

D2の 《モノ(ダ)→モン(ダ)》 は二つに分類できる。一つは「ノダ」と同

様、「ダ」の前に立ち、文の内容に対する話者の心的態度を表出する文末詞

の「モノダ」である奥津 (1974)。 文末詞の「モンダ」への撥音化率はS家

89%、 N家86%と なっている。二つめは理由を表す形式副詞の「モノダ」で

ある奥津 (1986)。 形式副詞の「モンダ」への撥音化率はS家 29%、 N家94%

と、両家ではかなりの差がある。三つめは形式名詞の「モノ」である。形式

名詞の「モン」への撥音化率はS家では20%、 N家では25%と あまり高くな

い。つまり、「モノ」から「モン」への撥音化の定着度は文末詞が最も高く、

形式副詞や形式名詞はあまり定着 していないと言える。Dl、 D2の用例を掲げ

ておく。

(9)Dl 満州で うまれたんです。 (043K01)

⑩ D2 やっばり 言葉の使い方って 難 しいもんですよねえ (794Y01)
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D2 ほいだもんだから 気が若いわけ (691Y01)

D2 ・…ズボンだとか あのこういう着るもんだとか“・ (441Y05)

D3の 《Nノ N→Nン N》 の撥音化については、すべての「ノ」が「ン」と

なるわけではない。例えば、⑩の「言葉の使いかた」における「ノ」は撥音

化しない。 しかし、次のODの ように、「ノ」の後接する被修飾名詞が「時」

「頃」「ところ」等のように時や場所を表す名詞の場合には撥音化が起こり

易い。

CD D3 そうねえ 昔 子供んときのよ.び名だわね (109C01)

奥津 (1978)、 益岡他 (1989)が指摘するように、 (11)の 「ノ」は連体

の助詞ではなく、判定詞「ダ」の連体形と考えたい。「ダ」は「d― a」 と分析

されるが「ノ」も「n― o」 と分析できる。「ノ」から「ン」への撥音化は、

「n― o」 の「―o」 が脱落 した音韻現象であると説明できる。つまり、GDの よう

に「ダ」の連体形の「ノ」は「ン」への撥音化が起こり易いが、⑩の連体助

詞の「ノ」は撥音化が起こりにくいと言える。「ダ」の連体形と考えられ

る「Nノ N→Nン N」 への撥音化率は、S家 28%、 N家 19%と あまり高くな

い。

また、D4の理由の接続助詞「ノデ→ンデ」への撥音化はN家のみで、その

撥音化率も24%と 高くない。 しかし、撥音/Q/の 挿入した「ヤハ リ→ヤッ

パ リ」は、S家では96%、 N家では92%と 高く、「バカリ→バッカリ」もS

家、N家共実例数は少ないが、その率は 100%、 90%と 高い。例を挙げてお

く。

(10 D4 ただこの子からみると ひいおばあちゃんなんで 両方つかいわけ

る (588N01)

ラ行音の撥音化率はD5《 ワカラナイ→ ワカンナイ》においては、 S家で

45%、 N家で71%と 、N家の方が高い。D6の 《テルノ→テンノ》への撥音化

はN家のみ69%あ り、<表 1>に一応挙げておく。また 《～ニナル→～ンナ

ル》への撥音化は S、 N家共数が少なく、対象からはずす。ラ行音の撥音化

の例を挙げる。
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(19 D5 なん・なぜだかわかんないけど やっばり (441M02)

O D6 だからね ほかの人がね よく望月さん 鉄道まわってなにして

あるいてんの 名刺でもなんでも (451Y01)

「拗音化」については、E2《デヮ→ジャ》が、 S、 N家共100%、 E3《テワ

→チャ》が S家 100%、 N家が90%と 拗音化率が高く、定着 している。次いで、

Elの 《テシマウ→チヤウ》が S家 82%、 N家 98%、 E4《ナケレバ→ナキャ》

が S家63%、 N家92%と拗音化が高くなる。E5《 レバ→ リャ》はS家 10%、

N家33%と 高くない。

CD El おにいさんに なっちゃってるからね (480K01)

⑮ E2・ E4 ・̈ 今の世の中ってゎけじゃないけどぉ おんなじ おんなじ場

で男の子とも意見をかわしていかなきゃなんないと

・̈ (396101)

(1つ E3 まあ お年とかあまり普段おっしゃらないようなことも うかがわ

なくちゃならないとおもうんですけれど (002S03)

(18)E5 あたしなんかでも これとこれとって いわれりゃ こつちがいい

オ, (345K02)

「短音化」のFl《 デショウ→デシヨ》はS家 45%、 N家 76%と なって

いる。

O Fl 普通

3.縮約形の現れ方と世代差

<表 2-1>は S家の[K][M][C]の三世代および[S]、 く表 2-2>

はN家の[YoH][N・ U][A]の三世代および[S]の 発話中の縮約形の使

用頻度である。

く表 2-1><表 2-2>に 示 したS家、N家の老 0中・若の三世代の縮

約形の現れ方を縮約率の高いものを対象とし、類型別に分析する (「老」と

はS家のK、 N家のYOH、 「中」とはS家の C、 N家のN・ U、 「若」とは

S家のM、 N家のAを指す)。

ゎたしたちだと どうこれ すてきでしよとかね (363C04)
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<表 2-1>:[S家 ]

K C M 計

数 : % 数 : % 数 : % 数 : % 数 1 %

Al テイル

テル

Bl タレド(モ )

ケ ド (モ )

Cl トイウ

ッテイウ

C2 トイウ

ツ ア

C3 トオモウ

ッテオモウ

C4 テモ

タッテ

C5  ヤハ リ

ヤ ッパ リ

ヤ ッパ シ

ヤ ッパ

C6 バカ リ

バ ッカ リ

Dl ノダ

ンダ

ノデワナイ

ンジャナイ

D2 モノ (ダ )

モ ン (ダ )

D3 Nノ N

Nン N

D5 ワカラナイ

ワカンナイ

0

100

4

96

5

95

6

94

100

0

40

60

0

100

100

0

0

100

0

100

0

100

45

55

50

50

67

33

18

82

25

75

6

94

0

100

88

12

83

17

18

82

87

66

0

100

0

100

0

100

14

86

73

27

64

36

13

87

9

91

2

98

4

96

100

0

100

0

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

67

33

0

100

93

7

100

0

4

96

0

0

0

0

0

100

.0

0

100

0

100

0

100

0

００

４５

２‐

２９

２３

‐５

７０

５０

73

12

88

18

82

94

6

79

21

4

96

85

60

0

100

0

100

0

100

60

40

72

5:

10:

8:
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K C M 計

数 l% 数 i % 数 : % 数 : % 数 : %

D7 ナ ド

ナ ンカ

D8 ナニカ

ナ ンカ

D9 オナジ

オ ンナジ

D10ア マ リ

ア ンマ リ

El テシマウ

チャウ

E2 デワ

ジャ

デワナイ

ジャナイ

E3 テワ

チャ

E4 ナケ レバ

ナキャ

E5 レバ

リャ

E6  ア ( コ )レ ハ

7(コ )リ ャ

E7 アタシハ

アタシャ

Fl デショウ

デショ

0

13

0

4

1

0

0

6

0

16

0

3

0

8

0

2

0

1

3

1

0

1

4

2

7

10

0

100

0

100

100

0

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

75

25

0

100

67

33

41

59

24

0

0

0

0

8

7

4

14

1

0

100

0

100

0

0

53

47

22

78

0

100

40

60

0

100

50

50

100

0

50

50

100

0

50

50

45

0

1

3:

6

0

2

1

1

2

0

1

1

4

0

5

5

0

2

0

6

3

7

0

7

0

15

0

0

1

3

0

0

0

0

3

0

3

0

0

100

0

100

14

86

30

70

30

70

0

100

0

100

0

0

25

75

0

0

0

0

100

0

100

0

0

14

0

5

5

0

6

5

2

0

14

0

8

0

2

1

0

4

0

0

3

2

0

6

2

0

100

0

100

100

0

55

45

67

33

0

100

0

100

0

100

100

0

100

0

0

100

100

0

75

25

35

25

3

37

0

100

0

100

54

46

40

60

18

82

0

100

7

93

0

100

37

63

90

10

17

83

92

8

55

45

17

25

7

6

7

0

38

0

6

3

5

9

1

1

5

2

7

23

21

1
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く表 2-2>:[N家 ]

Y H N U A 計

数 :% 数 :% 数 :% 数 :% 数 :% 数 :% 数 :%

Al テイル

テル

A2 テオク

トク

Blケ レド(モ 〕

ケド(モ )

Cl}イ ウ

ッテイウ

チュウ(ツ ウ)

C2 トイウ

C3 トオモウ

,テ オモウ

C4 テモ

タッテ

C5 ヤハリ

ヤッ′:リ

ヤリ′1シ

ヤッ′1

C6 ′1カ リ

′

"カ

リ

′(ッ カシ

′1ッ カ

Dl ノダ

ンダ

ノデワナイ

ンジヤナイ

D2 モノ(ダ )

モン(ダ )

D3 Nノ N

Nン N

9

91

0

100

31

69

2

98

98

0

100

100

0

91

9

100

0

100

12

88

0

0

0

100

0

100

37

63

70

30

40

0

1

5

11

1

40

39

0

22

5

0

10

0

1

7

0

0

0

38

0

1

1 3

40

22

7

3

3

33

0

55

4

77

20

52

1 7

4

8

0

1

7

10

6

0

1

0

2

0

95

0

9

3

13

5

2

8

92

0

0

0

100

5

95

83

0

100

81

19

100

0

12

88

91

46

0

100

0

100

0

100

0

100

19

81

71

29

22

1

0

1

2

1

1

25

2

0

8

3

0

2

0

0

6

0

0

0

0

0

0

0

29

0

7

1

3

2

0

4

96

0

100

13

87

4

96

67

0

100

100

0

100

0

0

100

0

0

0

0

0

0

0

100

0

100

25

75

100

0

39

1

0

0

4

22

32

2

1

8

0

2

0

7

2

8

0

0

0

1

0

1

38

0

1

1

2

5

1

2

98

100

0

0

100

11

89

33

11

89

100

0

100

0

78

22

53

0

0

0

100

0

3

97

0

100

33

67

83

17

28

1

0

0

0

0

0

2

33

34

31

12

0

4

0

0

14

0

2

0

1

0

0

0

26

0

6

0

4

2

0

3

97

0

0

6

94

0

100

0

0

100

100

0

100

0

0

100

0

100

0

100

0

0

0

100

0

100

0

100

100

0

29

6

0

0

21

28

14

59

0

2

0

7

0

0

19

0

0

0

0

0

0

0

67

0

2

6

5

4

0

12

83

0

0

43

57

24

76

0

67

33

100

0

100

0

0

100

0

0

0

0

0

0

0

100

0

100

55

45

100

0

16

191

1

2

30

162

24

267

63

9

4

107

57

1

B

88

18

8

1

9

1

2

1

0

33

26

24

49

25

6

293

8

92

33

67

16

84

8

92

72

8

92

93

7

97

3

8

92

69

50

10

90

33

67

1

99

0

100

33

67

81

19
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Y H N U A 計

数 :% 数 i% 数 :% 数 :% 数 :% 数 :% 数 :%

31

10

11

20

8

4

9

0

32

0

22

2

4

9

33

2

80

0

60

2

45

2

18

1

12

12

6

4

5

0

2

20

76

24

65

35

42

31

69

0

100

0

100

33

67

21

79

2

98

0

100

4

96

10

90

8

92

67

33

44

56

65

0

100

24

76

D4 ノデ

ンデ

D5 ワカラナイ

ワカンナイ

ワカラン

D6 テルノ

テンノ

D7 ナド

ナンカ

D8 ナニカ

ナンカ

D9 オナジ

オンナリ

D107マ リ

アンマリ

El テシマウ

チャウ

E2 デワ

ジャ

デワナイ

ジャナイ

E3 テワ

チャ

B4 ナケレ′1

ナキャ

E5 レ′1

リャ

E6 ア(コ )

ア(コ )リ

E7 7タ シハ

アタシャ

Fl デショウ

デショ

33

67

50

50

67

25

75

0

100

0

100

100

0

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

8

92

40

60

29

71

0

100

5

95

1

4

4

8

1

3

0

3

0

2

2

0

0

5

0

22

0

14

0

7

0

6

1

11

4

6

2

5

0

2

1

18

1

0

14

0

0

5

0

13

0

5

0

0

7

0

100

0

100

0

0

100

0

100

0

100

0

0

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

0

100

0

0

0

0

0

14

86

0

38

0

13

0

10

0

7

0

2

0

0

0

0

0

4

24

33

67

100

0

0

100

0

0

100

0

100

0

0

29

71

0

100

0

100

0

100

0

0

0

100

0

0

0

0

0

0

50

2

1

0

0

1

0

0

0

0

3

0

0

2

5

0

3

0

6

0

6

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

5

5 50

21

2

0

1

0

1

1

0

2

0

6

0

4

1

1

2

7

0

5

1

4

1

2

0

0

1

0

1

0

0

0

2

88

12

0

100

0

50

50

0

100

0

100

0

100

50

50

22

78

0

100

20

80

33

67

0

0

100

0

100

0

0

0

17

8310

4

2

3

1

0

1

0

0

3

0

3

0

0

0

9

0

8

0

0

0

14

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

3

5

67

33

75

25

0

100

0

0

100

0

100

0

0

0

100

0

100

0

0

0

100

0

100

0

0

0

0

0

0

0

0

37

63

1

3

0

0

0

0

0

11

0

3

0

0

6

6

0

2

0

22

80

20

100

0

0

0

0

0

100

0

100

0

0

50

50

0

100

0

100

20

80

100

0

0

0

100

0

100

0

0

0

63

37
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<縮約化>については、Alの 《テイル→テル》への縮約率は「老」ではS

家Kが 100%、 N家Yが91%OHが 92%と なり、「中」ではS家 Cが 82%、 N

家のNが96%・ Uが98%、 「若」ではS家Mが87%、 N家Aが97%である。

《テイル→テル》への縮約化は S、 N家共三世代にあまり差がなく、定着 し

ていることが実証される。

<促音化>に関 しては、まず引用の「卜」が促音化 して「ッテ」となる形

式を見る。Clの 《トイウ→ ッテイウ》への促音化率は「老」ではS家のKが

95%、 N家のYが 98%・ Hが95%と ほぼ同率である。「中」ではS家のCが

94%、 N家のNが 96%・ Uが89%と なっており、「若」ではS家Mが 98%、

N家のAが 100%と なり、世代差がなく高率で定着 している。C2の 《トイウ→

ッテ》への縮約率は、「老」ではS家 Kが94%、 N家 Y・ Hが 100%と なって

いる。 「中」でもS家 Cが 100%、 N家Nが 100%・ Uが89%と なり、「若」

でもMが96%、 Aが 100%と 三世代共高率でその差がない。しかし、C3の 《ト

思ウ→ ッテ思ウ》への促音化を見るに、「老」においてはS家のKは 0%、

N家のYが 0%・ Hが 19%と 促音化率は極端に低い。「中」においてもS家

のCが 12%、 N家のN・ Uが 0%と なっており、「若」においてはM、 A共

0%である。三世代に共通 して100%に近 く非縮約形「卜思ウ」形式での使用

が一般的である。「卜」が「思ウ」に接続 した場合には三世代共殆ど促音化

が起こっていない。 「卜」の「ッテ」への促音化は「イウ」等の言語活動動

詞に接続 した場合に起こり易く、三世代共に高率での定着が実証される。

C4の 《テモ→タッテ》への促音化率は、「老」ではS家 Kが60%を 占める

が用例数が少ないため、N家YOHの 9%と比較できない。「中」ではS家

Cが 17%、 N家 N・ Uは 0%、 「若」では S、 N家共 0%と あるように三世

代共、Kを除いては非常に低率である。

<撥音化 >に関 しては、Dl《 ノダ→ ンダ》への撥音化率は、 S家 N家の

「老」「中」「若」の三世代共100%を示 している。話 しことばにおいては世代の

別なく「ノダ」形式は使われず、「ンダ」形式が定着 していることが伺われ

る。
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D2《モノ(ダ)→モン(ダ)》 への撥音化率は、「老」ではS家 Kが 55%、

N家Yが 63%・ Hが81%である。「中」ではS家 Cが 86%、 N家Nが75%0

Uが67%を示し、「若」ではS家 M、 N家 A共に100%の高率である。「モノ

(ダ)か ら「モン (ダ)」 への撥音化率は世代が若くなるほど高くなってお

り、「モン (ダ)」 の定着化が進んでいることを示 している。D3《 Nノ N→

Nン N》 については、「老」ではS家 Kが50%、 N家 Yが30%OHが 29%、

「中」ではS家 Cが 27%、 N家Nが 0%OUが 17%、 「若」ではS家 Mが

33%、 N家 Aが 0%と 低率ながら三世代の中では「老」の比率が高い。D4

《ノデ→ンデ》はS家のみで用例数が少ないため、今回は分析しない。D5の

《ワカラナイ→ワカンナイ》への撥音化率は、「老」ではKが 33%、 Yが50%0

Hが 100%と なり、「中」ではCが36%、 Nが 0%・ Uが 100%を示し、「若」

ではMが 100%、 Aが25%と個人差が大きく、世代差が出ない。

<拗音化>については、Elの 《テシマウ→チヤウ》への拗音化率は、「老」

ではS家 Kが 100%、 N家YOH共 に100%を示 し、「中」ではS家 Cが 78%、

N家Nが 100%・ Uが78%、 「若」ではMが70%、 Aが 100%と なっている。

「チャウ」拗音化率は「老」世代の方が高率である。E2の 《デワ→ジヤ》

の拗音化率は、 S家 N家の三世代共に100%と なっており、「ンダ」と同様に

「ジャ」も世代の別なく完全に定着 していることが分かる。E3の 《テワ→チ

ャ》への撥音化率は、「老」はS家 N家共に100%、 「中」ではS家 Cが 100%、

N家Uが67%、 「若」ではN家 Aのみだがloo%と なっないる。「チャ」も三

世代共に高率を示 しているところからその定着度が実証される。E4の 《ナケ

レバ→ナキャ》への拗音化率は、「老」ではS家 Kが 100%、 N家Yが 92%、

「中」ではS家 Cが 50%、 N家Nが 100%、 「若」ではS家Mのみだが75%と

なっている。採取 した用例数が少ないので、比率に個人差があるが、世代別

に見ると「老」の方が高率である。E5の 《レバ→ リャ》への拗音化率は、

「老」ではS家 Kが25%、 N家Yが60%OHが 0%を示すが、「中」「若」で

はS、 N家共 0%である。「レバ」形式から「リャ」形式への拗音化は「老」

世代に僅かに見られるだけで、「中」「若」世代は100%「 レバ」を使用し、
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拗音化への移行は進んでいない。

<短音化 >に関しては、Flの 《デショウ→デショ》への短音化率は、S家

Kが59%、 N家Yが 95%・ Hが 86%、 「中」ではS家 Cが 50%、 N家Nが50%

OUが 83%、 「若」ではMが 0%、 Aが63%と なっており、「老」世代の方が

短音化率が高い。

以上を丸山 (198901990)、 韓 (1991)の 調査 した女性・男性・女子中学

生の縮約率と比較 して図示すると、次の<表 3>のようになる。 (<表 3>
における「老」の比率はS家 Ct N家 Y・ Hの平均値を出したものである。

「中」「若」の比率も同様である。)

く表 3>

女 性 男 性 好中牲 老年代 中年代 若年代

(1) テイル → テル

(2)トイウ→ ッテイウ

(3) トイウ → ッテ

(4)ノ → ン

(5) テシマウ ー→> チャウ

(6) デワ → ジャ

(7) テワ → チャ

(8) ナケレ′1 ‐→ ナキャ

86%1 66%|

(餘 2‖→91%)

98%

76%

8%

96%

100%

99%

84%

93%

83%

53%

83%

97%

98%

100%

93%

100%

100%

98%

99%

100%

100%

100%

94%

96%

99%

86%

100%

100%

100%

92%

92%

.89%

97%

91%

80%

100%

80%

67%

92%

99%

97%

93%

83%

100%

100%

/

世代差と縮約形の現れ方という観点から見た場合、<表 3>で明らかなよ

うに、 S家 N家の縮約形の使用においては「老」「中」「若」の三世代の差

があまりない。つまり、最 もインフォーマルな家族内での話 しことばにおい

ては縮約形の使用に世代差がないことが分かる。
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4.縮約形とあらたまり度

本章で考察する縮約形の現れ方とあらたまり度との関連性については、世

代別ではなく、フォーマル・ インフォーマルという観点から考察する。初対

面のS(司会者)の ことばをややフォーマルであらたまり度がより強い、家

族のことばをインフォーマルであらたまり度がより弱いと捉え、両者のこと

ばを比較することによって、「あらたまり度が弱いほど縮約形が多く出現す

る」という仮説を検証する。 <表 4>は家族と司会者の縮約率とあらたまり

度の強弱を示したものである (あ らたまり度の強弱は >で示す)。

く表 4>

家  族

(S家 N家 )

司会者 (S)
あらたまり度の

強     弱

(1) テイル → テル

(2)トイウ→ ッテイウ

(3) トイウ → ッテ

(4)ノダ→ンダ

モノ(ダ) 
‐→モン

Nノ N→  NンN

(5) テシマウ ー→)チャウ

(6) デワ → ジャ

(7) テワ → チャ

(8)ナケレノ1→ ナキャ

(9) レバ → リャ

⑩ デショウ→ デショ

93  %

95  %

96  %

99.7%

68  %

26  %

93  %

100  %

96  %

％
　
％
　
％

民
υ
　

　

０
０
　

　

■
４

80%

75 %

67  %

100  %

29  %

0%

60  %

100  %

67  %

0%

0%

31  %

家族く司会者

家族く司会者

家族<司会者

家族=司会者

家族<司会者

家族<司会者

家族<司会者

家族=司会者

家族く司会者

家族<司会者 :

家族<司会者 i

家族 <司会者
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<表 4>に明らかなように、(4)の 文末詞「ノダ」の縮約形「ンダ」と(6)の

「デワ」の縮約形「ジャ」は、家族と司会者との縮約率に差がない。「ンダ」

と「ジャ」は話しことばにおいてはあらたまり度に関わらず、定着している

と言える。

しかしながら、その他の縮約形、即ち、(1)《テイル→テル》、(2)《 トイウ

→ッテイウ》、(3)《 トイウ→ッテ》、(4)《モノ (ダ)→モン (ダ)》 《Nノ

N→Nン N》 、(5)《テシマウ→チャウ》、(7)《テワ→チャ》、(8)《ナケレバ

→ナキャ》、(9)《 レバ→リャ》、⑩ 《デショウ→デショ》は、全て家族の方

が司会者より縮約率が高い。あらたまり度は司会者より家族の方が弱いわけ

であるから、家族の方に縮約率が高率で現れたということは、上記の仮説が

実証できたことになる。つまり、縮約形 (但 し、「ンダ」「ジャ」を除く)は、

あらたまり度が弱ければ弱いほどその縮約率が高くなると言えるのである。

5.おわりに

以上、縮約形の現れ方の実態を<縮約化 ><促音化 ><撥音化><拗音

化><短音化 >に類型 し、中でも文末詞の 《ノダ→ンダ》と 《デワ→ジャ》

への撥音化、拗音化の定着が顕著であることを見た。また、「卜」が「ッテ」

となる促音化率は「イウ」等の言語活動動詞に接続する場合に高く、「思ウ」

等の思考動詞に接続する場合は低い。縮約形の現れ方と世代差に関しては、

インフォーマルな家族内においては世代差があまりないことが判明した。縮

約形の現れ方とあらたまり度との関連性については、「ンダ」「ジャ」を除

く縮約形はあらたまり度が弱いほど出現するという仮説が実証された。

縮約形と日本語教育との対応を考えるに、「ンダ」「ジャ (ナイ)」 形式は

インフォーマルな話 しことばに限らず、フォーマルな話しことばにも文型項

目の一つとして取り上げるべきだと考えられる。
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